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A B C D=A+B+C E F=E-D E/D

千円 千円 千円 千円 千円 千円 ％ 頁  

06 10,041,769 △114,903 251,655 10,178,521 5,783,137 △4,395,384 56.8 5 ～ 22

07 26,341,527 0 0 26,341,527 26,127,454 △214,073 99.2 23 ～ 36

08 63,260,746 △12,865,731 1,957,883 52,352,898 36,636,311 △15,716,587 70.0 37 ～ 62

09 1,489,486 0 0 1,489,486 279,100 △1,210,386 18.7 63 ～ 67

10 10,000 0 0 10,000 10,000 0 100

11 8,291,517 0 0 8,291,517 7,997,177 △294,340 96.5 69 ～ 88

12 4,354,336 △512,746 0 3,841,590 2,396,241 △1,445,349 62.4 89 ～ 107

113,789,381 △13,493,380 2,209,538 102,505,539 79,229,420 △23,276,119 77.3

（１）　　 歳　入　決　算　総　括　表

収 入 済 額補正予算額当初予算額 予 算 現 額
決算説明書

の 該 当 頁
比 較 増 △ 減 収入率

繰越事業費
繰 越 財 源
充 当 額

区 分

68寄 附 金

分 担 金 及 負 担 金

―計

使 用 料 及 手 数 料

国 庫 支 出 金

財 産 収 入

繰 入 金

諸 収 入

－ 1 －



A B C=A+B D E F=C-D-E D/C (D+E)/C

千円 千円 千円 千円 千円 千円 ％ ％ 頁

590,883,000 △26,342,355 564,540,645 401,491,143 25,377,100 137,672,402 71.1 75.6 ―

土木管理費 26,046,000 203,511 26,249,511 22,268,890 208,041 3,772,580 84.8 85.6 ～

道路橋梁費 395,662,000 △15,945,140 379,716,860 264,398,835 17,896,633 97,421,392 69.6 74.3 ～

河川海岸費 103,278,000 △6,190,022 97,087,978 69,122,636 5,051,271 22,914,071 71.2 76.4 ～

公園霊園費 65,897,000 △4,410,704 61,486,296 45,700,782 2,221,155 13,564,359 74.3 77.9 ～

3,901 8,469 12,370 12,176 0 194 98.4 98.4 ～

590,886,901 △26,333,886 564,553,015 401,503,319 25,377,100 137,672,596 71.1 75.6 ―

繰 越
含 む

（２）　　歳　出　決　算　総　括　表

区 分
決算説明書

の 該 当 頁
予 算 現 額当初予算額 支 出 済 額 翌年度繰越額 不 用 額

04

執行率

10 土 木 費

補正予算額
繰越事業費
繰 越 額
流 用 増 減

01

03

02

計

諸 支 出 金17 194 195

193

118

182

156

119

109

181

155

－ 2 －



（３）　   歳   入   主   要   事   項   決   算



予 算 現 額 収 入 済 額 比較増△減 収入率
A B B-A B/A

千円 千円 千円 ％

 （概   要）
交通安全施設整備事業に伴う負担金を収入した。

1 収入内訳
(1)電線共同溝整備事業に伴う工事負担金
王子千住夢の島線ほか 26路線

(2)下水道工事に伴う負担金など
武蔵野狛江線など

2 増減理由 実績による減

 （概   要）
街路整備事業に伴う負担金を収入した。

1 収入内訳
(1)連続立体交差事業に伴う地元区市負担金
西武新宿線ほか 3路線

(2)同時施行工事に伴う負担金など
京王京王線ほか 4路線など

2 増減理由 実績による減

 （概   要）
中小河川整備事業に伴う負担金を収入した。

1 収入内訳
(1)河川整備事業に伴う橋梁架替工事負担金
神田川ほか 8河川

(2)河川整備事業に伴う橋梁添架負担金
空堀川ほか 1河川

2 増減理由 実績による減

当初予算額
等 説 明

街 路 整 備 費

（土木費負担金）

228,900 87.0△34,199交通安全施設費

（土木費負担金）

区 分

当初予算額
263,099

当初予算額
639,893

繰越財源額
16,114

656,007

当初予算額
8,897,219

補正予算額
△114,903

繰越財源額
235,541

分 担 金 及負 担金

そ の 他 12 事 項

05

06

千円

当初予算額
10,041,769
補正予算額
△114,903
繰越財源額
251,655

07

11

263,099

中小河川整備費

（土木費負担金）

当初予算額
241,558

説 明

66.9△79,851

△4,242,315

201,718 千円

27,182 千円

（決算説明書 10～11 頁）

（決算説明書 18 頁）

（決算説明書 13～14 頁）

119 千円

2,304,618 千円

2,470,924 千円

161,588 千円

 （決算説明書 5～22

94.1

9,017,857 4,775,542

△39,019616,988

53.0

241,558 161,707

頁）10,178,521 5,783,137 △4,395,384 56.8

－ 3 －



予 算 現 額 収 入 済 額 比較増△減 収入率
A B B-A B/A

千円 千円 千円 ％

26,341,527 26,127,454 △214,073 99.2  （決算説明書 23～36 頁）

 （概   要）

1 収入内訳
(1)

PHS基地局 533個など
2 増減理由 実績による増

 （概   要）

1 収入内訳
(1)一般河川敷地　
(2) ゴルフ場、運動場、農耕地

2 増減理由 実績による減

 （概   要）

1 収入内訳
(1)公園地占用 (3)有料施設
(2)公園施設使用 (4)公園地使用等

2 増減理由 実績による増 （決算説明書 27 頁）

804,299 千円

99,894 千円

1,391,485 千円

     河川法及び東京都河川流水占用料等徴収条例に基づく河川敷地の占用
  料を収入した。

     東京都行政財産使用料条例及び東京都立公園条例に基づく都立公園
  及び有料施設の使用料を収入した。

95.0

区 分

(5)

1,781,731㎡

その他電気通信事業者

（決算説明書 23～24 頁）

2,631,202 千円

当初予算額
等 説 明

2,731,096 93.3

千円

239,893 千円

8,828,845ｍ
電柱

1,097,372ｍ

07 使 用料 及手 数料

2,927,729

01 13,243,541
当初予算額
13,243,541

当初予算額
2,927,729

当初予算額
26,341,527

3,487,462 千円

東 日 本 電 信 電 話
株 式 会 社

3,644,455 千円

1,180,908 千円

ガス導管

整圧器等

管路類

2,434,053ｍ

674,024 千円

（決算説明書 25 頁）

16,727本など

19,601,458ｍ管路類

説 明

4,576,671 千円一 般

      道路法及び東京都道路占用料等徴収条例並びに東京都道路占用規則
   に基づく道路の占用料を収入した。

そ の 他 10 事 項

16,153本など

920,000㎡

東 京 瓦 斯 株 式 会 社

6,955,111 6,609,894 △345,217

東京電力パワーグリッド
株 式 会 社

道 路 占 用 料

（土木使用料 ）

河 川敷地 占用

（土木使用料 ）

04

当初予算額
6,955,111

3,215,146 3,446,498

管路類

02 △196,633

電話柱

公園及付属施設

（土木使用料 ）

(4)

13,339,966 96,425 100.7
(3)

(2)

231,352 107.2
当初予算額
3,215,146

787,267 千円

－ 4 －



予 算 現 額 収 入 済 額 比較増△減 収入率
A B B-A B/A

千円 千円 千円 ％

 当初予算額
63,260,746

補正予算額
△ 12,865,731

 繰越財源額
1,957,883

 （概   要）
街路整備事業に対する国庫支出金を収入した。

当初予算額
1,325,000 1 収入内訳

街 路 整 備 費 1,252,000 456,525 △795,475 36.5
補正予算額
△73,000 2 増減理由 国の交付決定額増及び翌年度継続実施による減

 （概   要）
 当初予算額 小笠原道路整備事業に対する国庫支出金を収入した。

40,800
1 収入内訳

小笠原道路整備費 補正予算額 11,106 11,106 0 100
△40,800

 繰越財源額
11,106

 （概   要）
中小河川整備事業に対する国庫支出金を収入した。

 繰越財源額 1 収入内訳
中小河川整備費 55,000 55,000 55,000 0 100

02

（土木費国庫負担金）

（決算説明書 43 頁）

収 入 済 額

55,000千円
補 助 率

110,000千円 1/2
補 助 基 本 額

（土木費国庫負担金）

（土木費国庫負担金）

07

03

928,250千円 1/3・1/2

3/5

区 分

52,352,898 36,636,311 △15,716,587

当 初 予 算 額
等 説 明

千円

37～62
08 国 庫 支 出 金

（決算説明書 39 頁）

（決算説明書 38 頁）

11,106千円

456,525千円

収 入 済 額補 助 基 本 額

18,510千円
補 助 率

70.0

説 明

 （決算説明書 

収 入 済 額

頁）

補 助 基 本 額 補 助 率

－ 5 －



予 算 現 額 収 入 済 額 比較増△減 収入率
A B B-A B/A

千円 千円 千円 ％  （概   要）
交通安全施設整備事業に対する国庫支出金を収入した。

 当初予算額 1 収入内訳
交通安全施設費 5,590,200

 繰越財源額 2 増減理由 国の交付決定額減及び翌年度継続実施による減
144,480

 （概   要）
 当初予算額 街路整備事業に対する国庫支出金を収入した。
43,691,565

1 収入内訳
街 路 整 備 費 補正予算額

△8,502,657
2 増減理由 国の交付決定額減及び翌年度継続実施による減

 繰越財源額
919,922

 （概   要）
 当初予算額 高潮防御施設整備事業に対する国庫支出金を収入した。
3,557,500

1 収入内訳
高潮防御施設費 補正予算額

△38,500
2 増減理由 国の交付決定額増及び翌年度継続実施による減

 繰越財源額
133,000

 当初予算額
9,055,681

補正予算額
△4,210,774

 繰越財源額
694,375

区 分

千円

03
5,734,680

（決算説明書 46 頁）

当 初 予 算 額
等 説 明

説 明

2,457,300千円交 付 金

（決算説明書 49 頁）

収 入 済 額

06

3,652,000

36,108,830

区 分

67.7

3,830,000

交 付 金

（土木費国庫補助金）

（決算説明書 55 頁）

178,000 104.9
3,830,000千円

区 分

収 入 済 額

97.3

△11,670,130

交 付 金

そ の 他 20 事 項 5,539,282 5,387,680 △151,602

24,438,700千円

（土木費国庫補助金）

12

2,457,300 △3,277,380 42.8

区 分 収 入 済 額

24,438,700

（土木費国庫補助金）

－ 6 －



予 算 現 額 収 入 済 額 比較増△減 収入率
A B B-A B/A

千円 千円 千円 ％

1,489,486 1,489,486 279,100 △1,210,386 18.7  （決算説明書 63～67 頁）

 （概   要）
東京都公有財産規則に基づく代替地等の賃貸料を収入した。

当初予算額 1 収入内訳
地 所 賃 貸 料 10,837 10,837 11,739 902 108.3 新宿区下落合三丁目ほか

2 増減理由 実績による増

 （概   要）
公益財団法人東京都公園協会への水上バス貸付料を収入した。

当初予算額 1 収入内訳
物品貸付 収入 2,036 2,036 1,807 △229 88.8 水上バス

2 増減理由 実績による減

 （概   要）
公共事業の施行に伴う代替地の売払代金を収入した。

当初予算額 1 収入内訳
代替地売払収入 1,475,044 1,475,044 263,330 △1,211,714 17.9 新宿区北町ほか

2 増減理由 実績による減

当初予算額
1,569 1,569 2,224 655 141.7

当初予算額
等 説 明

区 分 説 明

千円

3隻 1,807 千円

当初予算額

（財産貸付収入）

（決算説明書 65 頁）

11,739 千円

（決算説明書 63 頁）

1,855㎡01

07

財 産 収 入09

（財産貸付収入）

そ の 他 2 事 項

341㎡ 263,330 千円

（不動産売払収入）

（決算説明書 67 頁）

02

－ 7 －



予 算 現 額 収 入 済 額 比較増△減 収入率
A B B-A B/A

千円 千円 千円 ％

当初予算額
10,000 10,000 10,000 0 100  （決算説明書 68 頁）

 （概   要）
動物園整備事業に対する寄附金を収入した。

当初予算額 1 収入内訳
動物園整 備費 10,000 10,000 10,000 0 100 公益財団法人東京動物園協会

区 分
当初予算額
等 説 明

10 寄 附 金

01

千円

（土木費寄附金）

説 明

10,000 千円

（決算説明書 68 頁）

－ 8 －



予 算 現 額 収 入 済 額 比較増△減 収入率
A B B-A B/A

千円 千円 千円 ％

 （概   要）
街路整備事業に伴う負担金を収入した。

1 収入内訳
開発者負担金  環状第2号線

2 増減理由 実績による増及び翌年度継続実施による減

 （概   要）
街路整備事業に伴う負担金を収入した。

1 収入内訳
環状第2号線ほか 10路線

2 増減理由 実績による増

 （概   要）
無電柱化推進基金からの繰入金を収入した。

1 収入内訳

2 増減理由 実績による減

（決算説明書 88 頁）

（決算説明書 86 頁）

467,399 千円
223.9

街 路 整 備 費

  臨海地域開発
  事業会計繰入金

809,686

収 入 済 額

6,309,718千円無電柱化推進基金繰入金

区 分

96.5  （決算説明書 

△73,111 81.5

258,679

区 分

11

897,705
当初予算額
809,686

当初予算額
208,720 467,399

当初予算額
等 説 明

繰 入 金

千円

当初予算額
8,291,517 8,291,517

説 明

当初予算額
6,877,645 6,877,645 6,309,718 △567,927 91.7

110.9

（決算説明書 71 頁）

88,019
897,705 千円

69～88 頁）△294,3407,997,177

395,466

無電柱化推進基金
繰 入 金

208,720

16

322,355そ の 他 17 事 項

01

当初予算額
395,466

下水道事業
会計繰入金

22 街 路 整 備 費

－ 9 －



予 算 現 額 収 入 済 額 比較増△減 収入率
A B B-A B/A

千円 千円 千円 ％

 （概   要）
公共事業の施行に伴う移転者に対する貸付金の元金及び利子を収入した。

1 収入内訳 元金及び利子

2 増減理由 実績による減

 （概   要）

1 収入内訳 自費復旧

2 増減理由 実績による増

 （概   要）
街路整備事業に伴う区施行等に係る受託費を収入した。

1 収入内訳 京成押上線ほか 1路線

2 増減理由 実績による減

そ の 他 16 事 項

当初予算額
183,638

当初予算額
3,047,784

補正予算額
△512,746

03 街 路 整 備 費

当初予算額
870,536

1,470件

（決算説明書 92 頁）

214,809 千円

93.9

（決算説明書 94 頁）

1,175,616 千円
46.4

117.0

　　 地下埋設物工事のため掘さくされた道路の復旧工事に伴う負担金を収入
   した。

870,536 817,097

△1,359,422

△53,439

1,175,6162,535,038

説 明

252,378 188,719
当初予算額
252,378

千円

△63,659

62.4  （決算説明書 

794件 188,719 千円

（決算説明書 90 頁）

89～107

当初予算額
等 説 明

頁）

74.8

区 分

3,841,590 2,396,241 △1,445,349

土木費貸付金
元  利  収  入

12

214,809 31,171

土     木     費
受託事業収入

土     木     費
受託事業収入

諸 収 入

01

道 路 補 修 費01

生 活 再建 資金

183,638

当初予算額
4,354,336

補正予算額
△512,746

－ 10 －



（４）　   歳   出   主   要   事   項   決   算



予算現額 支出済額 繰越額 不用額 執行率 繰越含む

A B C A-B-C B/A (B+C)/A

千円 千円 千円 千円 ％ ％

当初予算額
26,046,000

繰越事業費
253,282 26,249,511 22,268,890 208,041 3,772,580 84.8 85.6 （決算説明書

予算流用額
△49,771

  （概   要）

　 市町村の土木事業に対する補助金を支出した。

当初予算額
5,614,000 1  事業規模

土 木 補 助 費 5,788,382 4,035,377 158,541 1,594,464 69.7 72.5
繰越事業費  調布市ほか 36市町村
174,382

2  不用額の理由 実績による残

  （概   要）

　 公共事業の施行に伴い、建築物の移転、土地の
当初予算額 購入等を要する者に対する貸付金を支出した。
383,000

461,900 161,111 49,500 251,289 34.9 45.6 1  事業規模
繰越事業費

78,900  貸付件数

2  不用額の理由 実績による残

04

（決算説明書 114～115 頁）

05
生活再建資金
貸 付 費

（決算説明書 116～117 頁）

7 件

説 明区 分
当初予算額
等   説   明

土 木 管 理 費01

千円

109～118 頁）

－ 11 －



予算現額 支出済額 繰越額 不用額 執行率 繰越含む

A B C A-B-C B/A (B+C)/A

千円 千円 千円 千円 ％ ％

  （概   要）

　 公共事業の施行に伴う用地取得対策としての
代替地取得に要する経費を支出した。

当初予算額 1  事業規模
代替地購入費 2,163,000 2,163,000 866,044 0 1,296,956 40.0 40.0

新宿区北町ほか

2  不用額の理由 実績による残

当初予算額
17,886,000

17,836,229 17,206,358 0 629,871 96.5 96.5
予算流用額
△49,771

06

そ の 他 3 事 項

説 明

1,096 ㎡

(決算説明書 118 頁）

千円

区 分
当初予算額
等   説   明

－ 12 －



予算現額 支出済額 繰越額 不用額 執行率 繰越含む

A B C A-B-C B/A (B+C)/A

千円 千円 千円 千円 ％ ％

 当初予算額
395,662,000

 補正予算額
△ 30,446,000

379,716,860 264,398,835 17,896,633 97,421,392 69.6 74.3 （決算説明書
 繰越事業費
14,449,748

予算流用額
51,112

 （概   要）
　 路面の補修及び街路樹等の整備に要する経費を
支出した。

 当初予算額
27,855,000 1  事業規模

(1)路面補修
 補正予算額 杉並あきる野線 （杉並区松庵一丁目～

道 路 補 修 費 △3,004,000 26,214,060 21,247,959 1,848,077 3,118,024 81.1 88.1 宮前五丁目）ほか 240か所
(2)沿道整備

 繰越事業費 (3)道路施設整備
1,363,060 (4)街路樹整備

2  不用額の理由 実績による残など

(決算説明書 125～127頁）

 （概   要）
　 交通安全施設の整備に要する経費を支出した。

 当初予算額
36,901,000 1  事業規模

(1)無電柱化の推進
 補正予算額 (2)歩道の整備

交通安全施設費 5,607,000 45,310,297 32,736,454 1,609,027 10,964,816 72.2 75.8 (3)交差点改良
(4)道路附属物整備など

 繰越事業費
2,802,297 2  不用額の理由 国の交付決定額減による残など

(決算説明書 128～132 頁）

06

区 分 説 明

1,059,255 ㎡

3,170 ｍ

25 か所

道 路 橋 梁 費02

07

119～155 頁）

当初予算額
等   説   明

千円

855 ｍ

－ 13 －



予算現額 支出済額 繰越額 不用額 執行率 繰越含む

A B C A-B-C B/A (B+C)/A

千円 千円 千円 千円 ％ ％

　（概   要）

　 道路の整備に要する経費を支出した。
 当初予算額
17,584,000 1  事業規模

 辻原町田線 （町田市鶴間）
 補正予算額  ほか 59か所

道 路 整 備 費 △6,649,000 12,006,678 9,926,080 1,067,873 1,012,725 82.7 91.6
(1)

 繰越事業費 (2)
1,071,678 (3)

2  不用額の理由 実績による残など

(決算説明書 137～140 頁）

 （概   要）

　 都市計画街路の整備に要する経費を支出した。
 当初予算額
210,813,000 1  事業規模

 環状第2号線（中央区晴海五丁目～
 補正予算額  港区東新橋一丁目）ほか 167か所

街 路 整 備 費 △19,343,000 198,394,372 126,096,542 11,288,598 61,009,232 63.6 69.2
(1)

 繰越事業費 (2)
6,924,372 (3)

2  不用額の理由 実績による残など

(決算説明書 141～146 頁）

区 分 説 明

10

09

160 件

15,715 ㎡

舗 装

千円

当初予算額
等   説   明

54,753 ㎡1,508 件

4,560 ｍ
舗 装
構 築

用地 補償

8,580 ｍ構 築

23,732 ㎡
16,752 ㎡

用 地 補償

－ 14 －



予算現額 支出済額 繰越額 不用額 執行率 繰越含む

A B C A-B-C B/A (B+C)/A

千円 千円 千円 千円 ％ ％

 （概   要）

　 橋梁の整備に要する経費を支出した。
 当初予算額
25,246,000 1  事業規模

(1)新設・架替
 補正予算額 継続橋 関戸橋ほか 11橋

橋 梁 整 備 費 △5,518,000 21,398,509 16,707,622 1,686,811 3,004,076 78.1 86.0 (2)橋梁の長寿命化 聖橋ほか 41橋
(3)橋梁補修 三原橋ほか 43橋

 繰越事業費
1,670,509 2  不用額の理由 実績による残など

(決算説明書 147～150 頁）

 当初予算額
77,263,000

 補正予算額
△1,539,000

76,392,944 57,684,178 396,247 18,312,519 75.5 76.0
 繰越事業費
617,832

 予算流用額
51,112

区 分

そ の 他 9 事 項

千円

11
(ｱ)

当初予算額
等   説   明

説 明

－ 15 －



予算現額 支出済額 繰越額 不用額 執行率 繰越含む

A B C A-B-C B/A (B+C)/A

千円 千円 千円 千円 ％ ％

 当初予算額
103,278,000

 補正予算額
△12,889,000

03 97,087,978 69,122,636 5,051,271 22,914,071 71.2 76.4 （決算説明書 頁 ）
 繰越事業費
6,700,319

予算流用額
△1,341

 （概   要）

　 河川の改修に要する経費を支出した。
当初予算額
28,895,000 1  事業規模

 神田川ほか 26河川
 補正予算額

中小河川整備費 △6,669,000 24,162,142 13,633,787 1,331,804 9,196,551 56.4 61.9 (1)
(2)

繰越事業費 (3)
1,936,142 (4)

2  不用額の理由 実績による残など

(決算説明書 165～169 頁）

河 川 海 岸 費

用地 補償

調 節 池
06

30 件 3,808 ㎡

890 ｍ
12 か所

説 明区 分

分 水 路

当初予算額
等   説   明

千円

1 か所

156～181

護 岸

－ 16 －



予算現額 支出済額 繰越額 不用額 執行率 繰越含む

A B C A-B-C B/A (B+C)/A

千円 千円 千円 千円 ％ ％

 （概   要）
　 高潮防御施設、江東内部河川及びスーパー堤防
等の整備並びに東部低地帯における耐震・耐水対策
等に要する経費を支出した。

1  事業規模

(1)高潮防御施設 新中川ほか 6河川
当初予算額
46,128,000

(2)江東内部河川 北十間川ほか 3河川
 補正予算額

高潮防御施設費 △4,709,000 45,013,519 32,205,073 3,114,250 9,694,196 71.5 78.5
(3) スーパー堤防等 隅田川ほか 2河川

繰越事業費
3,594,519 (4)東部低地帯耐震・耐水対策事業

綾瀬川ほか 13河川、
小名木川排水機場ほか 16施設 

(5)水辺の魅力を活かした東京の顔づくり

2  不用額の理由 実績による残など

(決算説明書 170～174 頁）

当初予算額
28,255,000

 補正予算額
△1,511,000

27,912,317 23,283,776 605,217 4,023,324 83.4 85.6
繰越事業費
1,169,658

予算流用額
△1,341

そ の 他 9 事 項

区 分

千円

当初予算額
等   説   明

説 明

322 ｍ護 岸

防 潮 堤 75 ｍ

07

－ 17 －



予算現額 支出済額 繰越額 不用額 執行率 繰越含む

A B C A-B-C B/A (B+C)/A

千円 千円 千円 千円 ％ ％

 当初予算額
65,897,000

 補正予算額
△6,206,000 61,486,296 45,700,782 2,221,155 13,564,359 74.3 77.9 （決算説明書 頁 ）

 繰越事業費
1,795,296

当初予算額  公園緑地の整備に要する経費を支出した。
39,948,000

1  事業規模
補正予算額
△5,348,000 (1)一般公園造成 城北中央公園ほか 30公園

公 園 整 備 費 36,023,965 21,958,708 1,983,109 12,082,148 61.0 66.5 (ｱ)
繰越事業費 (ｲ)
1,489,065 (2)都立公園の防災機能の強化充実

(3)既設公園の整備
予算流用額 (4)世界をおもてなしする庭園の再生など
△65,100

2  不用額の理由 実績による残など

当初予算額
25,949,000

 補正予算額
△858,000

25,462,331 23,742,074 238,046 1,482,211 93.2 94.2
繰越事業費
306,231

予算流用額
65,100

そ の 他 7 事 項

区 分 説 明

(決算説明書 186～188 頁）

48,088 ㎡
造 成
用 地

43,012 ㎡

当初予算額
等   説   明

千円

05

04 公 園 霊 園 費 182～193

 （概   要）

－ 18 －


